
（別紙３）

～ R7年　1月20　日

（対象者数） 19人 （回答者数）
１５人

～ R7年　1月20　日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・現在は、職員が考えるプログラムに取り組んでもらう形が

多いので、子供たちにも聞き取りしまとめて取り組めるよう

にしていきたい。

・各分野の専門講師を外部から招いて療育活動を行っていき

たい。地域で支えてもらえるような取り組み。

・保護者同士が交流できる機会や親子で楽しめる活動をやイ

ベント等も取り入れてみたい。

2

・今後、子どもたち同士の関わりを増やし、また、伝える力

を身に付けていけるように活動プログラムを取り入れていき

たい。

3

・インスタグラムの投稿回数を増やす。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・構造上部屋数自体を増やす事は難しい。

・コミュニケーションの取り方、子供同士の関わり方に目を

向け気になる際や話し合いが必要な際は十分な場所を確保出

来る様にしていく。

・活動内容にも制限がかからない様にプログラムを重点的に

行っていく。

2

・イベントへの参加を促す。

・定期的に交流の場を設ける。

3

室内だけではなく、屋外での活動や外出支援も多く取り入れ、

いろいろな経験を出来るようにしている。

・主に長期休みなどを利用しお出かけやお買い物、農業体験、

工場見学などを取り入れ、公共マナーやお金の支払いなどを学

んだり、様々な経験が出来るようにしている。

・四季折々の季節を感じ取れるような取り組みにも励んでい

る。

支援員が活動支援プログラムを考え、子供たちに毎日楽しく利

用してもらえるような取り組みを行っている。

・子どもたちが飽きない工夫を取り組んでいる。（１週間ごと

にリーダーを交代して活動プログラムを立案している。)

・発達段階に合わせた活動療育を行っている。

・子供たち一人一人の好きなことや興味のあることを支援員全

員が大切に受け止め、提供したり、子供たち自身が自ら工夫し

たり考えて楽しめるような環境づくりを心掛けている。

情報発信 ・子どもたちの様子など発信している。

・インスタグラムの活用。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・療育のスペースを狭い。

・利用者は低学年が多く上手くコミュニケーションがとれず職

員が介入する場面が多い。

・子供たちのトラブルの際、十分な話し合いの場を設けたいが

周囲が気になり解決までに時間がかかる事がある。

保護者同士の交流が少ない ・交流の場を設けることが難しかった。

R6年　12月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　キッズスポーツ

○保護者評価実施期間
R6年　12月　23日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


